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1. テーマ設定理由
〜副首都ビジョンと教育の関連性〜



平時の日本の成長、非常時の首都機能のバックアップを担う副首都として、

『東西二極の一極、さらに、複数の都市が日本の成長を牽引する新たな国の形』を先導

1. テーマ設定理由〜副首都ビジョンと教育の関連性〜

日本の成長を牽引する都市

大阪の成長を牽引する人材育成

“副首都”とは



副首都ビジョン

成長プロセス

大阪・関西万博の効果を活かした

「経済的ポテンシャル」
※経済面でのバックアップ向上

東西二極の一極への成長

「行政・政治的ポテンシャル」
※行政体制を強化

副首都・大阪の実現は、民間の力を生かす経済成長から

スタートアップ創出

「健康・医療分野」
「グリーン関連分野」
でのイノベーション

中小企業の新たな挑戦
・

万博レガシー継承

多様な観光産業発展

チャレンジを促す経済政策
チャレンジを後押しする機能

大阪公立大学の機能強化

最先端の実証都市

“おもろい”アイデアの出会う場

教育環境充実

1. テーマ設定理由〜副首都ビジョンと教育の関連性〜



スタートアップ設立数（2022年末時点）

東京 大阪 神奈川 福岡 京都 愛知 兵庫 その他地域

東京都
66.17%
10,395社

大阪府
5.16%
810社

神奈川県
4.24%
666社

福岡県

京都府

愛知県

兵庫県 その他

スタートアップ
イノベーションは

東京一極集中

イノベーションを起こす人材は
「東京」を目指す
→ 大阪・関西からも人材流出

イノベーションを”支える”
環境整備だけでなく、
イノベーションを”起こす”
大阪発の人材を育てる
仕組みづくり
→ 教育が重要

(出典) STARTUP DB「都道府県別のスタートアップ設立数」（2022）

1. テーマ設定理由〜副首都ビジョンと教育の関連性〜



2. 現状分析



2.現状分析

現行の”インプット重視”の教育によって起こったこと

56.4
57.4

50.1

65.2
61.0

57.1

勉強しようという気持ちがわかない
「とても当てはまる」＋「当てはまる」の合計(％)

(出典)ベネッセ「子どもの生活と学びに関する親子調査2021」

ゆとり教育からの脱却
詰め込み教育再加速の動き

▷基礎学力の向上に着眼

・ 子どもの評価軸が点数評価に偏る
・ 学ぶ”意味”が見えない
・ 学習へのモチベーションが高まらない



（出典）第11回 「⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査」 2023年

教育における課題

2.現状分析

主体性・実行力・創造力が

現状の教育では伸ばせていない

STEAM教育



STEAM教育とは？

学問領域

学問分野

理系科目を複合的に学ぶ
STEAM教育の前段階

STEM教育

STEM教育にARTSの要素を加えた

STEAM教育

Yakman（2012）の論文をもとに野田ゼミ作成

2.現状分析



チュートリアル型

ＰＢＬ
実践体験型

ＰＢＬ

探究学習

解決法を見つけ、問いを深める

現場経験を通じた
課題解決問題を解決

STEAM教育

2.現状分析

STEAM教育の位置づけ



基礎学力との関係

・ 学生の学習意欲や認知的発展に効果を与える

・ 創造性、批判的思考力向上を促進
  従来の教科での理解を深める

モチベーションへの正の影響 がある

Conradty＆Bogner(2016)

基礎学力の向上 につながる

Aguile(2024)

意欲 × 学力の向上で 相乗効果 が期待できる

2.現状分析



身につく能力

創造力

2.現状分析

(出典) フリーイラスト素材ソコスト

実行力主体性

物事を倫理的に
考える能力

コミュニケーション
能力

自分の意見と

異なる意見を
調整する能力
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3. 現地調査・インタビュー調査から

STEAM教育を実施されている教員の方へのインタビュー

• STEAM教育と従来の「調べ学習」が
混同されることが多い

調査日： 2024年9月24日（火）
調査先： 福田 哲也 氏

（追手門学院大学大手前中学校・高等学校 教頭）

調査から分かったこと

• 海外のSTEAM教育現場ではアイデアを
“かたちにする”ことが重要視されている

• 学校に”丸投げ”では教員に負担、
多様な主体が協力してSTEAM教育を
推進する必要がある



3. 現地調査・インタビュー調査から

調査日： 2024年11月3日（日）
調査先： 追手門学院大学大手前中学校・高等学校（大阪市中央区）

実社会における課題をもとに
解決の為のアイデアを実現

多様な主体が参加する場で
プレゼンテーションを実施

※野田ゼミメンバーも
STEAM教育を体験

STEAM教育の現場についての現地調査

調査から分かったこと

生徒の斬新な着眼点や
試行錯誤の過程を評価

改善点等の気づき
コミュニケーション能力UP

楽しく学びながら、創造力
や論理的思考が身に付く



4. 政策案について



府立高校における新たな学びのかたち

地域のリソースを活用したSTEAM​教育の実施

4.政策案について



なぜ“副首都“大阪でSTEAM教育を？

4.政策案について



行政機関・産業・
学術機関の充実

企業や大学、研究・開発の
拠点が集積している

大阪の“ホンモノ志向”

本当に価値のあるもの
「本質を見ること」に重点を

置いている

産官学機関が充実しているからこそ、現場と連携してよりリアルな学びができる

おもろ い アイ デアを生 む大 阪人 気 質 で 、イ ノベ ーションの 創 出 が 期 待で き る

ホンモノ志向文化の大阪だからこそ、モノを作る「STEAM教育」の効果が大きく発揮される

革新を生み出す
大阪人気質・文化

革新的でおもろいアイデアで
社会を変革し続けてきた

大阪が誇る発想力・行動力

大阪の強み

4.政策案について

(画像)フリーイラスト素材 illust AC (画像)フリーイラスト素材 iStock



「おもろいアイデア」
の出会う場所

大阪の魅力向上

4.政策案について



実施目的

→ ものづくり、プログラミング、データ分析などの
能力を育み、イノベーションを起こす人材づくり

チャレンジの後押し

楽しさ

イノベーション

キャリア形成に役立てる

→ 個性を伸ばしながら、主体性や行動力、チームワークを養う

→ 自らの課題意識に基づく、学びたいと思える学び

4.政策案について



●総合的な探求の時間におけるSTEAM教育の導入

実施方式

• 実施期間 ：1年間-2年間程度で継続的に実施

• 実施方式︰「総合的な探求の時間」を活用

実施におけるプロセス

社会課題/時事問題
についてインプット

課題設定 解決策選定 成果物作成 アウトプット

大阪における地域課題や、
グローバルな問題などを幅広く
視野に入れ、課題を知る段階
（例）
・ IR（統合型リゾート）誘致
・ 町工場等地域産業の衰退
・ 大阪産農産物の販路開拓
・ 気候変動/環境問題対策
・ AIの利活用策

インプットをもとに、
グループを組み、解決する
課題を選定する
教員がファシリテーターとし
てサポート

選定した課題に対して、
モノやサービスによる解決策
を選定

解決策選定の段階でイメージ
したものを実際に形にしてい
く教員や企業（メーカー退職
者などの起用も検討）、NPO
によるサポート

成果物を用いて、大阪市や府内
自治体をフィールドに実証を実
施。成果をまとめ、最終的に
プレゼンテーションをして完結

4.政策案について



目指す教育に必要な要素

FWなどを通じた
実社会での実証体験

(例)広島・大崎海星高等学校
地域唯一の高校の存続

地域課題の探求・FW
＝企業とともに商品制作

販売まで行う

魅力ある学校づくり
生徒数増加につながった

大阪が持つ地域の特性やリソースを活かし
大阪全体をSTEAM教育のフィールドに

（例）町工場を活かした事業共創体験によるSTEAM教育
 

▷▷▷ 高い技術力を持つ町工場の環境とノウハウを活かした
ものづくりを通した社会課題解決プロジェクト

参考・関連事例
・大阪府職業能力開発協会
「ものづくりマイスター制度」を活用した事業

・大阪市「大阪テクノマスター」制度
・神奈川県立綾瀬高等学校

（例）大阪府/市・大阪商工会議所の実証実験支援事業活用
▷▷▷高校生の研究・実証に公共施設などのリソースを提供

アイデアをかたちにする、真のSTEAM教育の実現のために
大阪のまち全体で生徒の学びを支える

4.政策案について



目指す教育に必要な要素

STEAM教育を実践し
大会等を通じてアウトプット

(例) 大阪・追手門学院大手前高等学校
※野田ゼミ取材 

生徒の自己表現
新たな評価軸

新たな学び・気づき・出会いをつくるために
生徒にアウトプットの機会を積極的に提供

2025 大阪・関西万博をインパクトに
高校生と自治体・企業・地域住民が

アイデアを通じて触れ合う機会を拡充

（例）・「副首都・大阪」リサーチ・プレゼンテーションのような
   研究発表の機会を高校生向けにも開催

▷▷▷高校生と自治体が関わる機会を作り、
 若い世代のアイデアを行政・社会に反映

・高校生を対象としたSTEAM教育成果物の展示会
▷▷▷民間企業社員や大学生/教員との関わりの中で

 キャリア学習ともリンクしたSTEAM教育
 高校生と企業・研究機関の連携による効果を生む

4.政策案について



各参加主体へのメリット

高校生 / 保護者

教員

・府立高校全体での導入によって、

「授業案やカリキュラムの作成」

「調べ学習で終わってしまう」

という探求学習での課題を軽減

・インプット中心の授業だけではない

大学や社会で活きる学びの提供

・キャリア学習とリンクした学び

・生徒の新たな評価軸の導入

4.政策案について



事業費の調達について

4.政策案について

府立学校スマートスクール推進事業費
おおさかグローバル人材育成事業費

​​​​2025年日本国際博覧会STEAM教育等推進事業費
教育コミュニティづくり推進事業費

大阪教育ゆめ基金積立金 等を活用
▷▷▷ 実施校１校あたり約100万円程度を補助

大阪府の教育事業予算

研究発表事業や業務委託に係る費用など諸費用

大阪府（2024）「教育庁 令和6年度当初予算案の概要 」をもとに
STEAM教育に係る設備補助費用などを加味して野田ゼミ算定



STEAM教育を取り入れた「総合的な探究の時間」

→主体性・創造性・チームワークを持った人材を育み

“おもろい”アイデア・イノベーションが生まれる社会へ

4.政策案について
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Thank you for listening.

ご清聴ありがとうございました
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